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・この記事で取り上げたソースコードおよび
サンプルプログラムは、付録CD-ROMの
¥DOTNET¥TAMAHIYOディレクトリ
に収録しています。

¥MDI
今回のサンプル

★

✓

ところで
MDIってなに？

本誌2004年6月号と7月号で

RichTextBoxコントロールを使っ

て、ワープロソフトを作成しまし

た。このときは、「ひとつのフォー

ムからひとつの文書を編集」する

ように作成しました。このようなイ

ンターフェイスをSDI（Single

Document Interface）と呼びます

しかし、市販のワープロソフトや

表計算ソフトなどでは、「ひとつの

アプリケーションから複数のウィン

ドウを開いて、文書やワークシート

を編集」できるようになっていま

す。このようなインターフェイスを

MDI（Multi Document Interface）

MDIフォームを使ってみよう

瀬戸 遥
SETO, Haruka
http://www.big.or.jp/ ̃ seto/

http://hp.vector.co.jp/authors/VA006682/
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図1：作成するアプリケーション。複数のテキストファイルの編集やJPEG
ファイルの表示を実行できる
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と呼びます。Visual Basic .NETに実装されているフォー

ムも、実はこのMDIという機能を使うことができます。

そこで、今回はMDI機能を使って、複数のテキストファ

イルの編集や画像表示ができるアプリケーションを作成

してみます（図1）。

さらに詳しくMDI

フォームのMDI機能を使うと、図1のようにフォーム

内に複数のフォームを表示させることができます。

このような形態のフォームをMDIフォームと呼び、プ

ログラムのユーザーインターフェイスを担当しているフォ

ームを親フォーム、親フォーム内に表示するフォームを

子フォームと呼びます。そして、ひとつのプログラムに

親フォームはひとつ、子フォームはいくつも持たせるこ

とができます。

フォームをMDIの親フォームにするには、フォームの

IsMdiContainerプロパティを使用します。プロパティ

ウィンドウからこのプロパティの値を“True”に設定す

ると、そのフォームはMDIの親フォームとなります。

親フォーム内に表示する子フォームを設定するには、

プロジェクトにフォームを追加し、MdiParentプロパティ

で親フォームを指定します。この操作はプロパティウィ

ンドウではなく、コードから行ないます。設定値は、親

フォームを参照するFormオブジェクトです。

こんな機能を組み込みます

MDIフォームを使うテクニックはとても多く、用途も

いろいろ考えられるだけに、実装したい機能は数多くあ

りますが、一度に多くの機能を組み込んでも混乱するだ

けです。そこで、今回は、MDIを使うための基本的な機

能のみを実装することにします。

：子フォームにテキストデータを入力／表示を行

なう

機能1

：メニューを使って、新規文書の作成とデータの

表示（ファイルの読み込み）を行なう。表示できるフ

ァイルは、テキストファイルとJPEGファイル

：「ウィンドウ」メニューで、子フォームのアク

ティブウィンドウの切り替えを行なう

テキストデータの操作はRichTextBoxコントロールで

行ない、JPEG画像の表示はPictureBoxコントロールで

行ないます。データを表示する子フォームと同様に、Rich

TextBoxコントロールとPictureBoxコントロールもその

都度コードから作成し、DockプロパティとControlsプ

ロパティを使ってフォームにドッキングさせます。

最初に親フォームを
作りましょ

では、早速プログラムのベースとなる親フォームを作

成しましょう。プロジェクト名は「MDIアプリケーショ

ン」とします。

新しいプロジェクトを作成したら、Form1.vbファイル

のファイル名と、フォームのNameプロパティ（オブジ

ェクト名）、IsMdiContainerプロパティの値を変更しま

す。

プロパティ 設定値

ファイル名 MainForm

(Name) MainForm

IsMdiContainer True

Text MDIアプリケーション

フォームのオブジェクト名を「Form1」から「Main

Form」に変更したのは、親フォームと子フォームを区

別できるようにするためです。

また、IsMdiContainerプロパティを“True”にする

と、図2のようにフォームの背景色が黒くなり、少しく

ぼんだような形状に変わります。なんとなく、どこかの

アプリケーションでみたような形になりましたね。

フォームのオブジェクト名を変更したら、プロジェク

トのスタートアップフォームの設定も変更しておきます。

機能3

機能2

MDIフォームを使ってみよう




